
　　　　　　　人の視線は見やすい角度というものが存在する。そしてその見やすい角度というものはまわりの環境が

　　　　　　　変化しても不変のものである。そしてそれは、様々な理由から上方よりも下方のほうが見やすい角度は

　　　　　　　広くなる。
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～学習空間の選択～
コンセプト
　キャンパスがなかった時代の広場で地域の人と交流を持ちながら講義する学習空間や、多種多様な生徒同士が交流をもてる

　学習空間、隔離された作業に集中できる学習空間など様々な環境から学習空間をその日の講義によって選択できるよな大学

　院を提案する。

　

　1000 年　ボローニャ大学　広場や教会で講義　　地域の人と交流

　1636 年　ハーバード大学　キャンパス内で講義　学生同士の交流

　2014 年　ミネルバ大学　　オンラインで講義　　講義場所を問わない　
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